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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）基板上に、（２）水不溶性且つアルカリ可溶性樹脂及び光熱変換材料を含有する
下層、並びに（３）カルボン酸基又は酸無水物基を有する水不溶性且つアルカリ可溶性樹
脂を含有する最上層を有して成るポジ型平版印刷版原版であって、
　前記下層が、（ａ）パーフルオロアルキル基を有するポリマー及び／又は（ｂ）シロキ
サン基を有するポリマーを含有し、
　下層固形分中の、ポリマー（ａ）及び／又はポリマー（ｂ）の総量が３～１０質量％で
ある
ポジ型平版印刷版原版。
【請求項２】
　前記パーフルオロアルキル基を有するポリマーが、ポリオキシアルキレン基をさらに有
している請求項１に記載のポジ型平版印刷版原版。
【請求項３】
　前記シロキサン基を有するポリマーが、ポリオキシアルキレン基をさらに有している請
求項１に記載のポジ型平版印刷版原版。
【請求項４】
　下層中の、ポリマー（ａ）及びポリマー（ｂ）の割合が質量比で１５：８５～８５：１
５である請求項１～３のいずれか一項に記載のポジ型平版印刷版原版。
【請求項５】
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　前記最上層が、光熱変換材料を実質的に含まない請求項１～４のいずれか一項に記載の
ポジ型平版印刷版原版。
【請求項６】
　前記最上層が、ｐＨが１２未満のアルカリ性現像剤に可溶性である請求項１～５のいず
れか一項に記載のポジ型平版印刷版原版。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のポジ型平版印刷版原版を画像様に露光した後、ネ
ガ型ＰＳ版用現像液で現像することを特徴とするポジ型平版印刷版原版の製版方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、平版印刷版原版及びその製版方法に関し、特に、デジタル信号に基づいて固
体レーザー又は半導体レーザーから赤外線を照射することにより直接画像を形成できる、
いわゆるＣＴＰ（computer to plate)版として用いられる赤外線感受性又は感熱性の平版
印刷版原版、特にポジ型平版印刷版原版に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、平版印刷版原版として、感光性画像形成層を持つ平版印刷版原版（ＰＳ版）が知
られている。ＰＳ版には、基本的にネガ型版とポジ型版の２種類がある。ネガ型版は露光
時にネガフィルムを使用し、その後ネガ型版用現像液で現像され、未露光部の感光層が除
去され、露光により不溶化した部分が画像として残る。ポジ型版は露光時にポジフィルム
を使用し、その後ポジ型版用現像液で現像され、露光により可溶化された露光部の感光層
が除去され、未露光部分が画像として残る。
【０００３】
　ポジ型版用現像液は、一般的に、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム
、珪酸ナトリウム、珪酸カリウム、メタ珪酸ナトリウム、第三リン酸ナトリウム等に代表
されるアルカリ金属の珪酸塩、リン酸塩、炭酸塩、水酸化物等の無機強アルカリ成分を含
有し、高ｐＨ水溶液である。一方、ネガ型版用現像液は、ネガ型版の組成にもよるが、通
常、水を主体とし、少量の有機溶剤を含み、これらに加えて、有機アミン類、界面活性剤
等を含んで構成される。ネガ型版用現像液は、無機強アルカリ成分は含まず、相対的に低
ｐＨ（７～１１．５）水溶液である。
【０００４】
　近年、コンピュータ画像処理技術の進歩に伴い、デジタル信号に対応した光照射により
画像形成層に直接画像を書き込む方法が開発されている。この方法を平版印刷版原版に利
用し、銀塩マスクフィルムへの出力を行わずに、直接、平版印刷版原版に画像を形成する
ＣＴＰシステムが注目されている。光照射の光源として、近赤外線又は赤外線領域に最大
強度を有する高出力レーザーを用いるＣＴＰシステムは、短時間の露光で高解像度の画像
が得られること、そのシステムに用いる平版印刷版原版が明室での取り扱いが可能である
こと、などの利点を有している。特に、波長７６０ｎｍ～１２００ｎｍの赤外線を放射す
る固体レーザー及び半導体レーザーは、高出力かつ小型のものが容易に入手できるように
なってきている。
【０００５】
　ＣＴＰシステムのポジ型平版印刷版原版では、露光時から、現像、製版、印刷までの各
工程でのポジ型平版印刷版原版の特性を向上させるために、画像形成層の構成を下層と上
層との２層構成とし、下層、上層の成分構成を種々に変えて、所望の特性を得ようとする
ことが行われている。
【０００６】
　例えば、特開２０００－１３１８３１公報には、最上層がＩＲ－感受性で且つ水性アル
カリ性現像液に関して非浸透性であって、下層が、水性アルカリ性溶液中に可溶性のポリ
マーを含み、下層及び最上層の少なくとも１つが界面活性剤を含むヒートモード画像形成
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要素が開示されている。
【０００７】
　特開２０００－２２１６６９公報及び特開２０００－２２１６７０公報には、最上層が
ＩＲ－感受性で且つ水性アルカリ性現像液に関して非浸透性であって、シロキサン界面活
性剤を含み、下層が、水性アルカリ性溶液中に可溶性のポリマー及びシロキサン界面活性
剤を含む平版印刷版の作製方法が開示されている。
【０００８】
　特開２００３－２９４１２公報には、上部感熱層が、水不溶性且つアルカリ可溶性樹脂
、赤外線吸収染料、界面活性剤を含み、下層が、水不溶性且つアルカリ可溶性樹脂及び界
面活性剤を含むポジ型平版印刷版用原版が開示されている。
【０００９】
　特開２００３－８４４３０公報には、上層が、第一ポリマー物質を含み、インク受容性
であり且つ水性アルカリ現像液中に不溶性であり、下層である吸収層が、光熱転換物質か
ら、又は光熱転換物質と任意に界面活性剤もしくは界面活性剤の混合物との混合物からな
る熱画像化可能構成体が開示されている。
【００１０】
　特開２００２－１９６４９１公報には、共重合体を５０質量％以上と、光を吸収して発
熱する化合物とを含有する層と、フェノール性水酸基を有するアルカリ水溶液可溶性樹脂
を５０質量％以上と、光を吸収して発熱する化合物とを含有する層とを順次積層してなる
赤外線レーザ用感光性画像形成材料が開示されている。
【００１１】
　ＣＴＰシステムのポジ型平版印刷版原版は、通常、ポジ型ＰＳ版用現像液に類似した組
成の現像液を用いて現像する。ポジ型ＰＳ版用現像液は、アルカリ金属の珪酸塩、リン酸
塩、炭酸塩、水酸化物等の無機強アルカリ成分を含有する高ｐＨ溶液を用いる。ポジ型Ｐ
Ｓ版用現像液を用いると、無機強アルカリ成分に起因するアルミスラッジが発生すること
が知られており、更には、ポジ型現像液は疲労しやすく、液交換の時期が早いという問題
がある。
【００１２】
　一方、ネガ型ＰＳ版用現像液（以下、「ネガ用現像液」ともいう）は、無機強アルカリ
成分は含まず、また高ｐＨ溶液でもないので、上述のポジ型ＰＳ版現像液特有の問題は生
じない。また、現像液交換のサイクルが長いという利点がある。従って、ネガ用現像液を
用いて、ＣＴＰポジ型平版印刷版を現像する試みが一部でなされているが、感度（露光ス
ピードと現像スピードを併せたもの）が低く、満足のいく結果が得られていない。
【特許文献１】特開２０００－１３１８３１公報
【特許文献２】特開２０００－２２１６６９公報
【特許文献３】特開２０００－２２１６７０公報
【特許文献４】特開２００３－２９４１２公報
【特許文献５】特開２００３－８４４３０公報
【特許文献６】特開２００２－１９６４９１公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　従って、本発明の目的は、ネガ用現像液を用いて現像できるＣＴＰポジ型平版印刷版原
版を提供することである。さらには、感度の高い赤外線感受性又は感熱性のポジ型平版印
刷版原版を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、（１）基板上に、（２）水不溶性且つアルカリ可溶性樹脂及び光熱変換材料
を含有する下層、並びに（３）水不溶性且つアルカリ可溶性樹脂を含有する最上層を有し
て成るポジ型平版印刷版原版であって、
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　前記下層が、（ａ）パーフルオロアルキル基を有するポリマー及び／又は（ｂ）シロキ
サン基を有するポリマーを含有するポジ型平版印刷版原版を提供する。
【００１５】
　また、本発明は、（１）基板上に、（２）水不溶性且つアルカリ可溶性樹脂及び光熱変
換材料を含有する下層、並びに（３）水不溶性且つアルカリ可溶性樹脂を含有する最上層
を有して成り、そして前記下層は、（ａ）パーフルオロアルキル基を有するポリマー及び
／又は（ｂ）シロキサン基を有するポリマーを含有するポジ型平版印刷版原版を、画像様
に露光した後、ネガ型ＰＳ版用現像液で現像することを特徴とする平版印刷版原版の製版
方法も提供する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の平版印刷版原版は、高い感度を有する。本明細書で、「感度」という用語を用
いる場合、露光スピードと現像スピードとを併せた効率をいう。平版印刷版原版の感度が
高いとは、低露光量で画像形成できることいい、露光から製版までのエネルギー効率が高
いことを意味する。
【００１７】
　更に、本発明の平版印刷版原版は、ネガ型ＰＳ版用現像液を用いて製版することができ
る。本発明の製版方法は、現像時のアルミスラッジの発生がなく、現像液交換頻度が少な
い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明の平版印刷版原版は基板上に下層を有し、下層上に最上層を有している。下層及
び最上層は平版印刷版原版の画像形成層を構成している。基板と下層の間には必要に応じ
て中間層が形成されてもよいが、下層と最上層との間には中間層が無いことが好ましい。
基板の裏面には必要に応じてバックコート層が形成されていてもよい。原版製造を簡略化
する観点から、基板の表面に下層が接触して形成され、当該下層表面に最上層が接触して
形成されることが好ましい。
【００１９】
　＜下層＞
　本発明の平版印刷版原版を構成する下層は、アルカリ性水溶液に可溶性又は分散性の樹
脂を含む。アルカリ性水溶液に可溶性又は分散可能であるためには、前記樹脂が少なくと
も、フェノール性水酸基、カルボキシル基、スルホン酸基、リン酸基、ホスホン酸基、活
性イミノ基、スルホンアミド基等の官能基を有することが好ましい。したがって、下層に
用いる、アルカリ性水溶液に可溶性又は分散性の樹脂は、フェノール性水酸基、カルボキ
シル基、スルホン酸基、リン酸基、ホスホン酸基、活性イミノ基、スルホンアミド基及び
その組合せ等の官能基を有するエチレン性不飽和モノマーを１つ以上含むモノマー混合物
を重合することによって好適に生成することができる。
【００２０】
　前記エチレン性不飽和モノマーは下式：
【化１】

【００２１】
（式中、Ｒ1は、水素原子、Ｃ1-22の直鎖状、分枝状又は環状アルキル基、Ｃ1-22の直鎖
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、置換基はＣ1-4アルキル基、アリール基、ハロゲン原子、ケト基、エステル基、アルコ
キシ基、又はシアノ基から選択され；Ｘは、Ｏ、Ｓ、及びＮＲ2であり、Ｒ2は水素、Ｃ1-

22の直鎖状、分枝状又は環状アルキル基、Ｃ1-22の直鎖状、分枝状又は環状置換アルキル
基、Ｃ6-24のアリール基又は置換アリール基であって、置換基はＣ1-4アルキル基、アリ
ール基、ハロゲン原子、ケト基、エステル基、アルコキシ基、又はシアノ基から選択され
；Ｙは、単結合、或いは、Ｃ1-22の直鎖状、分枝状又は環状アルキレン、アルキレンオキ
シアルキレン、ポリ（アルキレンオキシ）アルキレン、アルキレン－ＮＨＣＯＮＨ－であ
り；Ｚは水素原子、ヒドロキシル基、カルボキシル基、－Ｃ6Ｈ4－ＳＯ2ＮＨ2、－Ｃ6Ｈ3

－ＳＯ2ＮＨ2（－ＯＨ）、－ＯＰＯ3Ｈ2、－ＰＯ3Ｈ2、又は下式
【００２２】
【化２】

【００２３】
又は
【００２４】
【化３】

【００２５】
で表される基である）
で表される化合物又はその混合物となることができる。
【００２６】
　前記エチレン性不飽和モノマーの例には、アクリル酸、メタクリル酸の他に、下式で表
される化合物及びその混合物が含まれる。
【００２７】
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【００２８】
【化５】

【００２９】
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【化６】

【００３０】
　前記モノマー混合物は、その他のエチレン性不飽和コモノマーを含むことができる。そ
の他のエチレン性不飽和コモノマーとしては、例えば、以下のモノマーが挙げられる。
【００３１】
　アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸プロピル、アクリル酸ブチル、アク
リル酸アミル、アクリル酸エチルヘキシル、アクリル酸オクチル、アクリル酸-ｔ-オクチ
ル、クロロエチルアクリレート、２，２－ジメチルヒドロキシプロピルアクリレート、５
－ヒドロキシペンチルアクリレート、トリメチロールプロパンモノアクリレート、ペンタ
エリスリトールモノアクリレート、グリシジルアクリレート、ベンジルアクリレート、メ
トキシベンジルアクリレート、テトラヒドロアクリレートのようなアクリル酸エステル類
；
【００３２】
フェニルアクリレート、フルフリルアクリレートのようなアリールアクリレート類；
【００３３】
メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、プロピルメタクリレート、イソプロピル
メタクリレート、アリルメタクリレート、アミルメタクリレートヘキシルメタクリレート
、シクロヘキシルメタクリレート、ベンジルメタクリレート、クロロベンジルメタクリレ
ート、オクチルメタクリレート、４－ヒドロキシブチルメタクリレート、５－ヒドロキシ
ペンチルメタクリレート、２，２－ジメチル－３－ヒドロキシプロピルメタクリレート、
トリメチロールプロパンモノメタクリレート、ペンタエリスリトールモノメタクリレート
、グリシジルメタクリレート、フルフリルメタクリレート、テトラヒドロフルフリルメタ
クリレートのようなメタクリル酸エステル類；
【００３４】
フェニルメタクリレート、クレジルメタクリレート、ナフチルメタクリレートのようなア
リールメタクリレート類；
【００３５】
Ｎ－メチルアクリルアミド、Ｎ－エチルアクリルアミド、Ｎ－プロピルアクリルアミド、
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Ｎ－ブチルアクリルアミド、Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド、Ｎ－ヘプチルアクリルアミ
ド、Ｎ－オクチルアクリルアミド、Ｎ－シクロヘキシルアクリルアミド、Ｎ－ベンジルア
クリルアミドのようなＮ－アルキルアクリルアミド類；
Ｎ－フェニルアクリルアミド、Ｎ－トリルアクリルアミド、Ｎ－ニトロフェニルアクリル
アミド、Ｎ－ナフチルアクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシフェニルアクリルアミドのような
Ｎ－アリールアクリルアミド類；
【００３６】
Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジブチル
アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジブチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジイソブチルアクリルアミ
ド、Ｎ，Ｎ－ジエチルヘキシルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジシクロヘキシルアクリルアミ
ドのようなＮ，Ｎ－ジアルキルアクリルアミド類；
【００３７】
Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルアクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチルアクリル
アミド、Ｎ－２－アセトアミドエチル－Ｎ－アセチルアクリルアミドのようなＮ，Ｎ－ア
リールアクリルアミド類；
【００３８】
Ｎ－メチルメタクリルアミド、Ｎ－エチルメタクリルアミド、Ｎ－プロピルメタクリルア
ミド、Ｎ－ブチルメタクリルアミド、Ｎ－ｔ－ブチルメタクリルアミド、Ｎ－エチルヘキ
シルメタクリルアミド、Ｎ－ヒドリキシエチルメタクリルアミド、Ｎ－シクロヘキシルメ
タクリルアミドのようなＮ－アルキルメタクリルアミド類；
【００３９】
Ｎ－フェニルメタクリルアミド、Ｎ－ナフチルメタクリルアミドのようなＮ－アリールメ
タクリルアミド類；
【００４０】
Ｎ，Ｎ－ジエチルメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジプロピルメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジ
ブチルメタクリルアミドのようなＮ，Ｎ－ジアルキルメタクリルアミド類；
【００４１】
Ｎ，Ｎ－ジフェニルメタクリルアミドのようなＮ，Ｎ－ジアリールメタクリルアミド類；
【００４２】
Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチルメタクリルアミド、Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルメタク
リルアミド、Ｎ－エチル－Ｎ－フェニルメタクリルアミドのようなメタクリルアミド誘導
体；
【００４３】
酢酸アリル、カプロン酸アリル、カプリル酸アリル、ラウリン酸アリル、パルチミン酸ア
リル、ステアリン酸アリル、安息香酸アリル、アセト酢酸アリル、乳酸アリル、アリルオ
キシエタノールのようなアリル化合物類；
【００４４】
ヘキシルビニルエーテル、オクチルビニルエーテル、ドデシルビニルエーテル、エチルヘ
キシルビニルエーテル、メトキシエチルビニルエーテル、エトキシエチルビニルエーテル
、クロロエチルビニルエーテル、１－メチル－２，２－ジメチルプロピルビニルエーテル
、２－エチルブチルビニルエーテル、ヒドロキシエチルビニルエーテル、ジエチレングリ
コールビニルエーテル、ジメチルアミノエチルビニルエーテル、ジエチルアミノエチルビ
ニルエーテル、ブチルアミノエチルビニルエーテル、ベンジルビニルエーテル、テトラヒ
ドロフルフリルビニルエーテル、ビニルフェニルエーテル、ビニルトリルエーテル、ビニ
ルクロロフェニルエーテル、ビニル－２，４－ジクロロフェニルエーテル、ビニルナフチ
ルエーテル、ビニルアントラニルエーテルのようなビニルエーテル類；
【００４５】
ビニルブチレート、ビニルイソブチレート、ビニルトリメチルアセテート、ビニルジエチ
ルアセテート、ビニルバレート、ビニルカプロエート、ビニルクロロアセテート、ビニル
メトキシアセテート、ビニルブトキシアセテート、ビニルフェニルアセテート、ビニルア
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セトアセテート、ビニルラクテート、ビニル－β－フェニルブチレート、ビニルシクロヘ
キシルカルボキシレート、安息香酸ビニル、サリチル酸ビニル、クロロ安息香酸ビニル、
テトラクロロ安息香酸ビニル、ナフトエ酸ビニルのようなビニルエステル類；
【００４６】
スチレン、メチルスチレン、ジメチルスチレン、トリメチルスチレン、エチルスチレン、
ジエチルスチレン、イソプロピルスチレン、ブチルスチレン、ヘキシルスチレン、シクロ
ヘキシルスチレン、ドデシルスチレン、ベンジルスチレン、クロロメチルスチレン、トリ
フルオロメチルスチレン、エトキシメチルスチレン、アセトキシメチルスチレン、メトキ
シスチレン、４－メトキシ－３－メチルスチレン、ジメトキシスチレン、クロロスチレン
、ジクロロスチレン、トリクロロスチレン、テトラクロロスチレン、ペンタクロロスチレ
ン、ブロモスチレン、ジブロモスチレン、ヨードスチレン、フルオロスチレン、２－ブロ
モ－４－トリフルオロメチルスチレン、４－フルオロ－３－トリフルオロメチルスチレン
のようなスチレン類；
【００４７】
クロトン酸ブチル、クロトン酸ヘキシル、クロトン酸、グリセリンモノクロトネートのよ
うなクロトン酸エステル類；
【００４８】
イタコン酸ジメチル、イタコン酸ジエチル、イタコン酸ジブチルのようなイタコン酸ジア
ルキル類；
【００４９】
ジメチルマレート、ジブチルフマレートのようなマレイン酸あるいはフマール酸のジアル
キル類；
【００５０】
Ｎ－メチルマレイミド、Ｎ－エチルマレイミド、Ｎ－プロピルマレイミド、Ｎ－ブチルマ
レイミド、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－２－メチルフェニルマレイミド、Ｎ－２，６－
ジエチルフェニルマレイミド、Ｎ－２－クロロフェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシル
マレイミド、Ｎ－ラウリルマレイミド、Ｎ－ヒドロキシフェニルマレイミドのようなマレ
イミド類；
【００５１】
Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルピリジン、アクリロニトリル、メタクリロニトリル等
のその他の窒素原子含有モノマー。
【００５２】
　これらの他のエチレン性不飽和コモノマー単量体のうち、好適に使用されるのは、例え
ば（メタ）アクリル酸エステル類、（メタ）アクリルアミド類、マレイミド類、（メタ）
アクリロニトリル類である。
【００５３】
　水不溶性かつアルカリ可溶性樹脂の質量平均分子量は、２０，０００～１００，０００
の範囲が好ましい。水不溶性かつアルカリ可溶性樹脂の質量平均分子量が２０，０００未
満では、耐溶剤性や耐摩耗性が劣る傾向にある。一方、水不溶性かつアルカリ可溶性樹脂
の質量平均分子量が１００，０００を超えると、アルカリ現像性が劣る傾向にある。
【００５４】
　下層における、アルカリ性水溶液に可溶性又は分散性の樹脂の含有量は当該層の固形分
に対して２０～９５質量％の範囲が好ましい。アルカリ性水溶液に可溶性又は分散性の樹
脂の含有量が２０質量％未満では、耐薬品性の点で不都合であり、９５質量％を超えると
、露光スピードの点で好ましくない。また、必要に応じて、２種以上のアルカリ性水溶液
に可溶性又は分散性の樹脂を併用してもよい。
【００５５】
　＜最上層＞
　本発明の平版印刷版原版を構成する最上層は、アルカリ可溶性樹脂を含む。最上層に用
いることができるアルカリ可溶性樹脂は、カルボン酸基又は酸無水物基を有する樹脂が好
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ましく、不飽和カルボン酸、及び/又は、不飽和カルボン酸無水物を含むモノマー混合物
を重合して得られる共重合体、酸性水素原子を含む置換基を有するポリウレタン等が挙げ
られる。不飽和カルボン酸、及び/又は、不飽和カルボン酸無水物としては、アクリル酸
、メタクリル酸、マレイン酸、無水マレイン酸、イタコン酸、無水イタコン酸等を挙げる
ことができる。共重合可能なエチレン性不飽和モノマー単位としては、前記のその他のエ
チレン性不飽和コモノマーを挙げることができる。
　また、酸性水素原子を含む置換基を有するポリウレタンとしては、その酸性水素原子は
、カルボキシル基、－ＳＯ2ＮＨＣＯＯ－基、－ＣＯＮＨＳＯ2－基、－ＣＯＮＨＳＯ2Ｎ
Ｈ－基、－ＮＨＣＯＮＨＳＯ2－基等の酸性官能基に属することができるが、特にカルボ
キシ基に由来する酸性水素原子が好ましい。
【００５６】
　酸性水素原子を有するポリウレタンは、例えば、カルボキシ基を有するジオールと、必
要に応じて他のジオールと、ジイソシアナートとを反応させる方法；ジオールと、カルボ
キシ基を有するジイソシアナートと、必要に応じて他のジイソシアナートとを反応させる
方法；又は、カルボキシ基を有するジオールと、必要に応じて他のジオールと、カルボキ
シ基を有するジイソシアナートと、必要に応じて他のジイソシアナートとを反応させる方
法によって合成することができる。
【００５７】
　カルボキシ基を有するジオールとしては、３，５－ジヒドロキシ安息香酸、２，２－ビ
ス（ヒドロキシメチル）プロピオン酸、２，２－ビス（ヒドロキシエチル）プロピオン酸
、２，２－ビス（３－ヒドロキシプロピルプロピオン酸、２，２－ビス（ヒドロキシメチ
ル）酢酸、ビス－（４－ヒドロキシフェニル）酢酸、４，４－ビス－（４－ヒドロキシフ
ェニル）ペンタン酸、酒石酸などが挙げられるが、特に、２，２－ビス（ヒドロキシメチ
ル）プロピオン酸がイソシアネートとの反応性の点でより好ましい。
【００５８】
　他のジオールとしては、ジメチロールプロパン、ポリプロピレングリコール、ネオペン
チルグリコール、１，３－プロパンジオール、ポリテトラメチレンエーテルグリコール、
ポリエステルポリオール、ポリマーポリオール、ポリカプロラクトンポリオール、ポリカ
ーボネートジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタジオール、１，６－ヘキ
サンジオール、ポリブタジエンポリオールなどが挙げられる。
【００５９】
　カルボキシ基を有するジイソシアナートとしては、ダイマー酸ジイソシアナートなどが
挙げられる。
【００６０】
　他のジイソシアナートとしては、４，４´－ジフェニルメタンジイソシアナート、キシ
リレンジイソシアナート、ナフチレン－１，５－ジイソシアナート、テトラメチルキシレ
ンジイソソアナート、ヘキサメチレンジイソシアナート、トルエン－２，４－ジイソシア
ネート、イソホロンジイソシアナート、水添キシリレンジイソシアナート、ジシクロヘキ
シルメタンジイソシアナート、ノルボルネンジイソシアナート、トリメチルヘキサメチレ
ンジイソシアナートなどが挙げられる。
【００６１】
　ジイソシアネートとジオールとのモル比は、０．７：１～１．５：１が好ましく、ポリ
マー末端にイソシアネート基が残存した場合、アルコール類又はアミン類等で処理するこ
とにより、最終的にイソシアネート基が残存しない形で合成される。
【００６２】
　不飽和カルボン酸単位、及び/又は、不飽和カルボン酸無水物単位を有する共重合体の
質量平均分子量は、８００～１０，０００の範囲が好ましい。不飽和カルボン酸単位、及
び/又は、不飽和カルボン酸無水物単位を有する共重合体の質量平均分子量が８００未満
では、画像形成して得られる画像部が弱く、現像液耐性が劣る傾向にある。一方、不飽和
カルボン酸無水物単位を有する共重合体の質量平均分子量が１０，０００を超えると、感
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度が劣る傾向にある。
　酸性水素原子を持つ置換基を有するポリウレタンの質量平均分子量は、２，０００～１
００，０００の範囲が好ましい。ポリウレタンの質量平均分子量が２，０００未満では、
画像形成して得られる画像部が弱く、耐刷性に劣る傾向にある。一方、ポリウレタンの質
量平均分子量が１００，０００を超えると、感度が劣る傾向にある。
【００６３】
　最上層における、不飽和カルボン酸単位、及び/又は、不飽和カルボン酸無水物単位を
有する共重合体の含有量は当該層の固形分に対して１０～１００質量％の範囲が好ましい
。不飽和カルボン酸単位、及び/又は、不飽和カルボン酸無水物単位を有する共重合体の
含有量が１０質量％未満では、現像液耐性の点で不都合であり、好ましくない。
　一方、不飽和カルボン酸単位、及び/又は、不飽和カルボン酸無水物単位を有する共重
合体または酸性水素原子を持つ置換基を有するポリウレタンの含有量は当該層の固形分に
対して２～９０質量％の範囲が好ましい。酸性水素原子を持つ置換基を有するポリウレタ
ンの含有量が２質量％未満では、現像スピードの点で不都合であり、９０質量％を超える
と、保存安定性の点で好ましくない。また、必要に応じて、２種以上の酸性水素原子を持
つ置換基を有するポリウレタンを併用してもよい。更には、不飽和カルボン酸無水物単位
を有する共重合体、不飽和カルボン酸単位を有する共重合体または酸性水素原子を持つ置
換基を有するポリウレタンを２種類以上併用してもよい。
【００６４】
　＜光熱変換材料＞
　本発明の平版印刷原版の下層は光熱変換材料を含有するが、最上層は光熱変換材料を含
有しない。従って、本発明の平版印刷原版をレーザーで画像書き込みすると、下層の光熱
変換材料が、レーザーの光を熱に変換し、その熱が最上層に伝達されることにより最上部
層のアルカリ可溶性樹脂の一部の分子構造が崩壊し、最上層に孔を生じせしめ、現像液の
底部層への浸透を可能にすると考えられる。また、最上層には、光熱変換材料を含有して
いないので、レーザーの光を受けて熱を生成することはない。
【００６５】
　光熱変換材料とは電磁波を熱エネルギーに変換することのできる任意の材料を意味して
おり、最大吸収波長が近赤外線から赤外線領域にある材料、具体的には最大吸収波長が７
６０ｎｍ～１２００ｎｍの領域にある材料である。このような材料としては、例えば、種
々の顔料または染料が挙げられる。
【００６６】
　本発明で使用される顔料としては、市販の顔料、及び、カラーインデックス便覧「最新
顔料便覧」（日本顔料技術協会編、１９７７年刊）、「最新顔料応用技術」（ＣＭＣ出版
、１９８６年刊）、「印刷インキ技術」（ＣＭＣ出版、１９８４年刊）等に記載されてい
る顔料が利用できる。顔料の種類としては、黒色顔料、黄色顔料、オレンジ色顔料、褐色
顔料、赤色顔料、紫色顔料、青色顔料、緑色顔料、蛍光顔料、その他ポリマー結合顔料等
が挙げられる。具体的には、不溶性アゾ顔料、アゾレーキ顔料、縮合アゾ顔料、キレート
アゾ顔料、フタロシアニン系顔料、アントラキノン系顔料、ペリレン及びペリノン系顔料
、チオインジゴ系顔料、キナクリドン系顔料、ジオキサジン系顔料、イソインドリノン系
顔料、キノフタロン系顔料、染め付けレーキ顔料、アジン顔料、ニトロソ顔料、ニトロ顔
料、天然顔料、蛍光顔料、無機顔料、カーボンブラック等が使用できる。
【００６７】
　これらの中でも、特に、近赤外線から赤外線領域の光を効率よく吸収し、しかも経済的
に優れた材料として、カーボンブラックが好ましく用いられる。また、このようなカーボ
ンブラックとしては、種々の官能基を有する分散性のよいグラフト化カーボンブラックが
市販されており、例えば、「カーボンブラック便覧第３版」（カーボンブラック協会編、
１９９５年）の１６７ページ、「カーボンブラックの特性と最適配合及び利用技術」（技
術情報協会、１９９７年）の１１１ページ等に記載されているものが挙げられ、いずれも
本発明に好適に使用される。
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　これらの顔料は表面処理をせずに用いてもよく、また公知の表面処理を施して用いても
よい。公知の表面処理方法としては、樹脂やワックスを表面コートする方法、界面活性剤
を付着させる方法、シランカップリング剤やエポキシ化合物、ポリイソシアネート等の反
応性材料を顔料表面に結合させる方法などが挙げられる。これらの表面処理方法について
は、「金属石鹸の性質と応用」（幸書房）、「最新顔料応用技術」（ＣＭＣ出版、１９８
６年刊）、「印刷インキ技術」（ＣＭＣ出版、１９８４年刊）に記載されている。本発明
で使用される顔料の粒径は、０．０１～１５μｍの範囲にあることが好ましく、０．０１
～５μｍの範囲にあることがさらに好ましい。
【００６９】
　本発明で使用される染料としては、公知慣用のものが使用でき、例えば、「染料便覧」
（有機合成化学協会編、１９７０刊）、「色材工学ハンドブック」（色材協会編、朝倉書
店、１９８９年刊）、「工業用染料の技術と市場」（シーエムシー、１９８３年刊）、「
化学便覧応用化学編」（日本化学会編、丸善書店、１９８６年刊）に記載されているもの
が挙げられる。より具体的には、アゾ染料、金属鎖塩アゾ染料、ピラゾロンアゾ染料、ア
ントラキノン染料、フタロシアニン染料、カルボニウム染料、キノンイミン染料、メチン
染料、シアニン染料、インジゴ染料、キノリン染料、ニトロ系染料、キサンテン系染料、
チアジン系染料、アジン染料、オキサジン染料等の染料が挙げられる。
【００７０】
　また、近赤外線または赤外線を効率よく吸収する染料としては、例えば、アゾ染料、金
属錯塩アゾ染料、ピラゾロンアゾ染料、ナフトキノン染料、アントラキノン染料、フタロ
シアニン染料、カルボニウム染料、キノンイミン染料、メチン染料、シアニン染料、スク
ワリリウム染料、ピリリウム塩、金属チオレート錯体（例えば、ニッケルチオレート錯体
）等の染料を用いることができる。中でも、シアニン染料が好ましく、特開２００１－３
０５７２２号公報の一般式（Ｉ）で示されたシアニン染料、特開２００２－０７９７７２
号の［００９６］～［０１０３］で示されている化合物を挙げることができる。
【００７１】
　光熱変換材料としては、特に、下記式：
【００７２】
【化７】

【００７３】
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【化８】

【００７４】
（式中、Ｐｈはフェニル基を表す）
を有する染料が好ましい。
【００７５】
　光熱変換材料は、下層に対し０．０１～５０質量％、好ましくは０．１～２０質量％、
特に好ましくは１～１５質量％の割合で添加することができる。添加量が０．０１質量％
未満であると感度が低くなり、また５０質量％を越えると印刷時非画像部に汚れが発生す
るおそれがある。これらの光熱変換材料は、上述したものを単独で用いても良いし、２種
以上を併用しても良い。
【００７６】
　＜（ａ）パーフルオロアルキル基を有するポリマー及び（ｂ）シロキサン基を有するポ
リマー＞
　本発明の平版印刷版原版の下層は、（ａ）パーフルオロアルキル基を有するポリマー及
び／又は（ｂ）シロキサン基を有するポリマーを必須の構成成分として含有する。これら
のポリマーは、下層に導入され、下層の厚み方向の上方に偏在すると考えられる。これに
より、下層塗布面のムラが無くなり、露光時に下層と最上層とが解離しやすくなり、結果
として現像スピードが向上する。さらには、露光時に下層から発生した熱を効率よく上層
部に伝えることができ(露光スピードの向上)、最上層のアルカリ可溶性樹脂の分子構造を
効率よく崩壊し、最上層に大きな孔を生じせしめ、現像液の下層への浸透を容易に可能に
する。
【００７７】
　パーフルオロアルキル基を有するポリマー及びシロキサン基を有するポリマーが、それ
ぞれ、ポリオキシアルキレン基をさらに有していることが好ましい。
【００７８】
　（ａ）パーフルオロアルキル基を有するポリマーの例としては、以下ポリマーが挙げら
れる。
パーフルオロオクチルエチルメタクリレート／２－ヒドロキシエチルメタクリレート／Ｎ
－フェニルマレイミドのコポリマー、パーフルオロオクチルエチルメタクリレート／２－
ヒドロキシエチルメタクリレート／ベンジルメタクリレートのコポリマー、パーフルオロ
オクチルエチルメタクリレート／２－ヒドロキシエチルメタクリレート／ベンジルメタク
リレート／Ｎ－フェニルマレイミドのコポリマー、パーフルオロオクチルエチルアクリレ
ート／ポリ（オキシプロピレン）アクリレート（ｎ＝６）のコポリマー
【００７９】
　（ｂ）シロキサン基を有するポリマーの例としては、以下ポリマーが挙げられる。
ポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン、ポリエステル変性ポリジメチルシロキサン、
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ポリエステル変性水酸基含有ポリジメチルシロキサン、メチルアルキルポリシロキサン、
ポリエステル変性ポリメチルアルキルシロキサン
【００８０】
　下層は、パーフルオロアルキル基を有するポリマー及びシロキサン基を有するポリマー
のいずれか一方を含むことができる。また、下層は、パーフルオロアルキル基を有するポ
リマー及びシロキサン基を有するポリマーの両方を含んでもよい。
【００８１】
　（ａ）パーフルオロアルキル基を有するポリマー又は（ｂ）シロキサン基を有するポリ
マーの量は、通常、下層固形分の質量の１～２０質量％であり、３～１０質量％が好まし
い。下層が、両者のポリマーを併せて含有する場合も、それらの総量が１～２０質量％で
あり、３～１０質量％となることが好ましい。（ａ）パーフルオロアルキル基を有するポ
リマー及び（ｂ）シロキサン基を有するポリマーを併用する場合は、パーフルオロアルキ
ル基を有するポリマー：シロキサン基を有するポリマーの含有割合が、質量比で１５：８
５～８５：１５であるのが好ましい。
【００８２】
　＜下層及び最上層その他の構成成分＞
　本発明の平版印刷版原版の下層及び／又は最上層には、必要に応じて、公知の添加剤、
例えば、着色材（染料、顔料）、界面活性剤、可塑剤、安定性向上剤、現像促進剤、現像
抑制剤、滑剤（シリコンパウダー等）を加えることができる。
【００８３】
　好適な染料としては、例えば、クリスタルバイオレット、マラカイトグリーン、ビクト
リアブルー、メチレンブルー、エチルバイオレット、ローダミンＢ等の塩基性油溶性染料
などが挙げられる。市販品としては、例えば、「ビクトリアピュアブルーＢＯＨ」〔保土
谷化学工業（株）製〕、「オイルブルー＃６０３」〔オリエント化学工業（株）製〕、「
ＶＰＢ－Ｎａｐｓ（ビクトリアピュアブルーのナフタレンスルホン酸塩）」〔保土谷化学
工業（株）製〕、「Ｄ１１」〔ＰＣＡＳ社製〕等が挙げられる。顔料としては、例えば、
フタロシアニンブルー、フタロシアニングリーン、ジオキサジンバイオレット、キナクリ
ドンレッド等が挙げられる。
【００８４】
　界面活性剤としては、フッ素系界面活性剤、シリコーン系界面活性剤等が挙げられる。
【００８５】
　可塑剤としては、例えば、ジエチルフタレート、ジブチルフタレート、ジオクチルフタ
レート、リン酸トリブチル、リン酸トリオクチル、リン酸トリクレジル、リン酸トリ（２
－クロロエチル）、クエン酸トリブチル等が挙げられる。
【００８６】
　さらに、公知の安定性向上剤として、例えば、リン酸、亜リン酸、蓚酸、酒石酸、リン
ゴ酸、クエン酸、ジピコリン酸、ポリアクリル酸、ベンゼンスルホン酸、トルエンスルホ
ン酸等も併用することができる。
【００８７】
　その他の安定性向上剤として、公知のフェノール性化合物、キノン類、Ｎ－オキシド化
合物、アミン系化合物、スルフィド基含有化合物、ニトロ基含有化合物、遷移金属化合物
を挙げることができる。具体的には、ハイドロキノン、ｐ－メトキシフェノール、ｐ－ク
レゾール、ピロガロール、ｔ－ブチルカテコール、ベンゾキノン、４，４’－チオビス（
３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－
ｔ－ブチルフェノール）、２－メルカプトベンズイミダゾール、Ｎ－ニトロソフェニルヒ
ドロキシアミン第一セリウム塩等が挙げられる。
【００８８】
　現像促進剤としては、酸無水物類、フェノール類、有機酸類が挙げられる。酸無水物類
としては環状酸無水物が好ましく、具体的に環状酸無水物としては米国特許第４，１１５
，１２８号明細書に記載されている無水フタル酸、テトラヒドロ無水フタル酸、ヘキサヒ
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ドロ無水フタル酸、３，６－エンドオキシ－テトラヒドロ無水フタル酸、テトラクロル無
水フタル酸、無水マレイン酸、クロル無水マレイン酸、α－フェニル無水マレイン酸、無
水コハク酸、無水ピロメリット酸などが使用できる。非環状の酸無水物としては無水酢酸
などが挙げられる。フェノール類としては、ビスフェノールＡ、２，２'－ビスヒドロキ
シスルホン、ｐ－ニトロフェノール、ｐ－エトキシフェノール、２，４，４′－トリヒド
ロキシベンゾフェノン、２，３，４－トリヒドロキシベンゾフェノン、４－ヒドロキシベ
ンゾフェノン、４，４′，４″－トリヒドロキシトリフェニルメタン、４，４′，３″，
４″－テトラヒドロキシ－３，５，３′，５′－テトラメチルトリフェニルメタンなどが
挙げられる。
【００８９】
　更に、有機酸類としては、特開昭６０－８８９４２号、特開平２－９６７５５号公報な
どに記載されている、スルホン酸類、スルフィン酸類、アルキル硫酸類、ホスホン酸類、
リン酸エステル類及びカルボン酸類などがあり、具体的には、ｐ－トルエンスルホン酸、
ドデシルベンゼンスルホン酸、ｐ－トルエンスルフィン酸、エチル硫酸、フェニルホスホ
ン酸、フェニルホスフィン酸、リン酸フェニル、リン酸ジフェニル、安息香酸、イソフタ
ル酸、アジピン酸、ｐ－トルイル酸、３，４－ジメトキシ安息香酸、フタル酸、テレフタ
ル酸、４－シクロヘキセン－１，２－ジカルボン酸、エルカ酸、ラウリン酸、ｎ－ウンデ
カン酸、アスコルビン酸などが挙げられる。
【００９０】
　現像抑制剤としては、前記アルカリ可溶性樹脂と相互作用を形成し、未露光部において
は該アルカリ可溶性樹脂の現像液に対する溶解性を実質的に低下させ、且つ、露光部にお
いては該相互作用が弱まり、現像液に対して可溶となり得るものであれば特に限定はされ
ないが、特に４級アンモニウム塩、ポリエチレングリコール系化合物等が好ましく用いら
れる。また前述の赤外線吸収剤、着色剤のなかにも現像抑制剤として機能する化合物があ
り、それらもまた好ましく挙げられる。そのほか、オニウム塩、ｏ－キノンジアジド化合
物、芳香族スルホン化合物、芳香族スルホン酸エステル化合物等の、熱分解性であり、且
つ、分解しない状態では、アルカリ可溶性樹脂の溶解性を実質的に低下させる物質も挙げ
られる。
【００９１】
　これら各種の添加剤の添加量は、その目的によって異なるが、通常、下層又は最上層の
固形分の０～３０質量％の範囲が好ましい。
【００９２】
　その他、本発明の平版印刷版原版の下層及び／又は最上層には、必要に応じて他のアル
カリ可溶性または分散性の樹脂を併用することもできる。他のアルカリ可溶性または分散
性の樹脂としては、例えば、ポリエステル樹脂、アセタール樹脂などが挙げられる。
【００９３】
　本発明の平版印刷版原版は、合紙剥離性向上や自動給版装置の版搬送性向上を目的に、
最上部層中にマット剤を含有しても良く、或いは、最上部層上にマット層を設けても良い
。
【００９４】
　＜基板＞
　基板としては、例えば、アルミニウム、亜鉛、銅、ステンレス、鉄等の金属板；ポリエ
チレンテレフタレート、ポリカーボネート、ポリビニルアセタール、ポリエチレン等のプ
ラスチックフィルム；合成樹脂を溶融塗布あるいは合成樹脂溶液を塗布した紙、プラスチ
ックフィルムに金属層を真空蒸着、ラミネート等の技術により設けた複合材料；その他印
刷版の基板として使用されている材料が挙げられる。これらのうち、特にアルミニウム及
びアルミニウムが被覆された複合基板の使用が好ましい。
【００９５】
　アルミニウム基板の表面は、保水性を高め、底部層もしくは必要に応じて設けられる中
間層との密着性を向上させる目的で表面処理されていることが望ましい。そのような表面
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処理としては、例えば、ブラシ研磨法、ボール研磨法、電解エッチング、化学的エッチン
グ、液体ホーニング、サンドブラスト等の粗面化処理、及びこれらの組み合わせが挙げら
れる。これらの中でも、特に電解エッチングの使用を含む粗面化処理が好ましい。
【００９６】
　電解エッチングの際に用いられる電解浴としては、酸、アルカリまたはそれらの塩を含
む水溶液あるいは有機溶剤を含む水性溶液が用いられる。これらの中でも、特に、塩酸、
硝酸、またはそれらの塩を含む電解液が好ましい。
【００９７】
　さらに、粗面化処理の施されたアルミニウム基板は、必要に応じて酸またはアルカリの
水溶液にてデスマット処理される。このようにして得られたアルミニウム基板は、陽極酸
化処理されることが望ましい。特に、硫酸またはリン酸を含む浴で処理する陽極酸化処理
が望ましい。
【００９８】
　また、必要に応じて、ケイ酸塩処理（ケイ酸ナトリウム、ケイ酸カリウム）、フッ化ジ
ルコニウム酸カリウム処理、ホスホモリブデート処理、アルキルチタネート処理、ポリア
クリル酸処理、ポリビニルスルホン酸処理、ポリビニルホスホン酸処理、フィチン酸処理
、親水性有機高分子化合物と２価の金属との塩による処理、縮合アリールスルホン酸塩処
理（英国特許出願公開第２，０９８，６２７号明細書、特開昭５７－１９５６９７公報）
.スルホン酸基を有する水溶性重合体の下塗りによる親水化処理、酸性染料による着色処
理、シリケート電着等の処理を行うことができる。
【００９９】
　また、粗面化処理（砂目立て処理）及び陽極酸化処理後、封孔処理が施されたアルミニ
ウム支持体も好ましい。封孔処理は、熱水、及び無機塩または有機塩を含む熱水溶液への
アルミニウム支持体の浸漬、または水蒸気浴等によって行われる。
【０１００】
　本発明の平版印刷版原版は、下層及び最上層の構成成分を有機溶剤に溶解または分散さ
せ、これらの溶液または分散液を基板上に順次に塗布する。その後、これらを乾燥して基
板上に下層、そして最上層を形成させることによって製造される。
【０１０１】
　下層及び最上層の構成成分を溶解または分散させる有機溶剤としては、公知慣用のもの
がいずれも使用できる。中でも、沸点４０℃～２００℃、特に６０℃～１６０℃の範囲の
ものが、乾燥の際における有利さから選択される。
【０１０２】
　有機溶剤としては、例えば、メチルアルコール、エチルアルコール、ｎ－またはイソ－
プロピルアルコール、ｎ－またはイソ－ブチルアルコール、ジアセトンアルコール等のア
ルコール類；アセトン、メチルエチルケトン、メチルプロピルケトン、メチルブチルケト
ン、メチルアミルケトン、メチルヘキシルケトン、ジエチルケトン、ジイソブチルケトン
、シクロヘキサノン、メチルシクロヘキサノン、アセチルアセトン等のケトン類；ヘキサ
ン、シクロヘキサン、ヘプタン、オクタン、ノナン、デカン、ベンゼン、トルエン、キシ
レン、メトキシベンゼン等の炭化水素類；エチルアセテート、ｎ－またはイソ－プロピル
アセテート、ｎ－またはイソ－ブチルアセテート、エチルブチルアセテート、ヘキシルア
セテート等の酢酸エステル類；メチレンジクロライド、エチレンジクロライド、モノクロ
ルベンゼン等のハロゲン化物；イソプロピルエーテル、ｎ－ブチルエーテル、ジオキサン
、ジメチルジオキサン、テトラヒドロフラン等のエーテル類；エチレングリコール、エチ
レングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート
、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテルアセ
テート、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテ
ルアセテート、エチレングリコールジメチルエーテル、エチレングリコールジエチルエー
テル、エチレングリコールジブチルエーテル、メトキシエトキシエタノール、ジエチレン
グリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレング
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リコールメチルエチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、プロピレング
リコール、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノメチル
エーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコール
モノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノブチルエーテル、３－メチル
－３－メトキシブタノール、１－メトキシ－２－プロパノール等の多価アルコールとその
誘導体；ジメチルスルホキシド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、乳酸メチル、乳酸エチ
ル等の特殊溶剤などが挙げられる。これらは単独であるいは混合して使用される。そして
、塗布する溶液または分散液中の固形分の濃度は、２～５０質量％とするのが適当である
。本明細書でいう固形分とは、有機溶剤及び水を除く成分のことである。
【０１０３】
　下層及び最上層の構成成分の溶液または分散液の塗布方法としては、例えば、ロールコ
ーティング、ディップコーティング、エアナイフコーティング、グラビアコーティング、
グラビアオフセットコーティング、ホッパーコーティング、ブレードコーティング、ワイ
ヤドクターコーティング、スプレーコーティング、ダイコーティング等の方法が用いられ
る。塗布量は、１０ｍｌ／ｍ2～１００ｍｌ／ｍ2の範囲が好適である。
【０１０４】
　基板上に塗布された前記溶液または分散液の乾燥は、通常、加熱された空気によって行
われる。乾燥温度（加熱された空気の温度）は３０℃～２００℃、特に、４０℃～１４０
℃の範囲が好適である。乾燥方法としては、乾燥温度を乾燥中一定に保つ方法だけでなく
、乾燥温度を段階的に上昇させる方法も行うことができる。
【０１０５】
　また、乾燥風は除湿することによって好ましい結果が得られる場合もある。加熱された
空気は、塗布面に対し０．１ｍ／秒～３０ｍ／秒、特に０．５ｍ／秒～２０ｍ／秒の風速
で供給するのが好ましい。
【０１０６】
　下層及び最上層の被覆量は、それぞれ独立して、乾燥質量で通常、約０．１～約５ｇ／
ｍ2 の範囲である。
【０１０７】
　＜露光・現像＞
　本発明の平版印刷版原版は、コンピュータ等からのデジタル画像情報を基に、レーザー
を使用して直接版上に画像書き込みができる、いわゆるＣＴＰ版として使用できる。
【０１０８】
　本発明で用いられるレーザー光源としては、近赤外線から赤外線領域に最大強度を有す
る高出力レーザーが最も好ましく用いられる。このような近赤外線から赤外線領域に最大
強度を有する高出力レーザーとしては、７６０ｎｍ～１２００ｎｍの近赤外線から赤外線
領域に最大強度を有する各種レーザー、例えば、半導体レーザー、ＹＡＧレーザー等が挙
げられる。
【０１０９】
　本発明の平版印刷版原版は、画像記録層にレーザーを用いて画像を書き込んだ後、これ
を現像処理して非画像領域が湿式法により除去する画像形成方法に供される。すなわち、
本発明の画像形成方法は、本発明の平版印刷版原版を画像露光する工程；そして前記露光
された平版印刷版原版を現像して露光された領域を除去し、下層及び最上層からなる画像
領域及び非画像領域を形成する工程を経て画像が形成される。
【０１１０】
　本発明の平板印刷版原版は、ポジ型ＰＳ版の現像に用いられるいわゆるポジ型ＰＳ版用
現像液を用いない。ポジ型ＰＳ版用現像液は、例えば、ケイ酸ナトリウム、ケイ酸カリウ
ム、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、水酸化リチウム、第二又は第三リン酸のナトリ
ウム、カリウム又はアンモニウム塩、メタケイ酸ナトリウム、炭酸ナトリウム、アンモニ
ア等の無機のアルカリ化合物を現像主成分として用い、一般的にｐＨが高い（ｐＨ１２以
上）。特に、ケイ酸塩を用いると、不溶性のアルミスラッジを生成し易い傾向にあるので
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、液交換の頻度が多いという欠点を有する。
【０１１１】
　本発明の平版印刷版原版は、いわゆるネガ型ＰＳ版用現像液を用いて現像することを特
徴とする。現像処理するために使用されるアルカリ性水溶液（塩基性の水溶液）のｐＨと
しては１２未満が好ましい。
【０１１２】
　モノメチルアミン、ジメチルアミン、トリメチルアミン、モノエチルアミン、ジエチル
アミン、トリエチルアミン、モノイソプロピルアミン、ジイソプロピルアミン、トリイソ
プロピルアミン、ｎ－ブチルアミン、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリ
エタノールアミン、モノイソプロパノールアミン、ジイソプロパノールアミン、エチレン
イミン、エチレンジアミン、ピリジン、Ｎ－２－ヒドロキシエチレンジアミン、ベンジル
アミン等が挙げられ、これらは単独で用いても、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【０１１３】
　現像液中のアルカリ剤の含有量は、０．０１～２０質量％の範囲が好ましく、０．１～
５質量％の範囲が特に好ましい。現像液中のアルカリ剤の含有量が０．０１質量％より少
ない場合、現像が不良となる傾向にあり、また、２０質量％より多い場合、現像時に画像
部を浸食する等の悪影響を及ぼす傾向にあるので好ましくない。
【０１１４】
　現像液には有機溶剤を添加することもできる。現像液に添加することができる有機溶媒
としては、例えば、酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸アミル、酢酸ベンジル、エチレングリ
コールモノブチルアセテート、乳酸ブチル、レブリン酸ブチル、メチルエチルケトン、エ
チルブチルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、エチレングリコールモ
ノブチルエーテル、エチレングリコールモノベンジルエーテル、エチレングリコールモノ
フェニルエーテル、ベンジルアルコール、メチルフェニルカルビトール、ｎ－アミルアル
コール、メチルアミルアルコール、キシレン、メチレンジクロライド、エチレンジクロラ
イド、モノクロロベンゼン、２－フェノキシエタノール、メチルシクロヘキサノール、シ
クロヘキサノール、エチレングリコールジブチルエーテル、シクロヘキサノン、メチルシ
クロヘキサノン、ｎ－ブチルエチルケトン、などが挙げられる。現像液に有機溶媒を添加
する場合の有機溶媒の添加量は、３０質量％以下が好ましく、１０質量％以下が特に好ま
しい。
【０１１５】
　さらにまた、上記現像液中には必要に応じて、亜硫酸リチウム、亜硫酸ナトリウム、亜
硫酸カリウム、亜硫酸マグネシウム等の水溶性亜硫酸塩；アルカリ可溶性ピラゾロン化合
物、アルカリ可溶性チオール化合物、メチルレゾルシン等のヒドロキシ芳香族化合物；ポ
リリン酸塩、アミノポリカルボン酸類等の硬水軟化剤；イソプロピルナフタレンスルホン
酸ナトリウム、ｎ－ブチルナフタレンスルホン酸ナトリウム、Ｎ－メチル－Ｎ－ペンタデ
シルアミノ酢酸ナトリウム、ラウリルサルフェートナトリウム塩等のアニオン性界面活性
剤やノニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、両性界面活性剤、フッ素系界面活性
剤等の各種界面活性剤や各種消泡剤を添加することができる。
【０１１６】
　現像液としては、実用上は、市販されているネガ型ＰＳ版用を用いることができる。具
体的には、市販されている濃縮型のネガ型ＰＳ版用の現像液を１～１０００倍に希釈した
ものを、本発明における現像液として使用することができる。
【０１１７】
　現像液の温度は、１５～４０℃の範囲が好ましく、浸漬時間は１秒～２分の範囲が好ま
しい。必要に応じて、現像中に軽く表面を擦ることもできる。
【０１１８】
　現像を終えた平版印刷版は、水洗及び／または水系の版面保護液（フィニッシングガム
）による処理が施される。水系の版面保護液としては、例えば、アラビアゴム、デキスト
リン、カルボキシメチルセルロースのような水溶性天然高分子；ポリビニルアルコール、
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げられる。必要に応じて、これらの水系の版面保護液に、酸や界面活性剤等が加えられる
。版面保護液による処理が施された後、乾燥され、印刷刷版として印刷に使用される。
【０１１９】
　得られた平版印刷版の耐刷性の向上を目的として、現像処理後、平版印刷版にバーニン
グ処理を施すこともできる。
【０１２０】
　バーニング処理は、まず、（ｉ）前述の処理方法によって得られた平版印刷版を水洗し
、リンス液やガム液を除去したのちスキージし、（ii）次いで、整面液を版全体にムラな
く引き伸ばし、乾燥させ、(iii）オーブンで１８０℃～３００℃の温度条件下、１分～３
０分間バーニングを行い、（iv）版が冷めた後、整面液を水洗により除去し、ガム引きし
て乾燥する、という工程により実施される。
【０１２１】
　以上説明した本発明の平版印刷版原版は、赤外線レーザーを用いて高解像度のポジ画像
を提供することができ、また、底部層自体が耐溶剤性であるために、ＵＶインク洗浄溶媒
に対する耐性に優れ、ＵＶインキ印刷にも適している。
【実施例】
【０１２２】
　以下、本発明を実施例に基づいて、さらに詳細に説明する。ただし、本発明はこれらの
実施例によって限定されるものではない。
【０１２３】
　基板作成
　厚さ０．２４mmのアルミニウム板を水酸化ナトリウム水溶液にて脱脂し、これを２０％
塩酸浴中で電解研磨処理して、中心平均粗さ（Ｒａ）０．５μｍの砂目板を得た。次いで
、２０％硫酸浴中、電流密度２Ａ／dm2で陽極酸化処理して、２．７ｇ／ｍ2の酸化皮膜を
形成し、水洗乾燥後アルミニウム基板を得た。このようにして得られた基板を、６０℃に
加熱したインターレイヤー処理（ポリビニルホスホン酸）溶液に１０秒間浸漬し、水洗乾
燥した。このようにして平版印刷版用の基板を得た。
【０１２４】
　感光層用バインダー樹脂の合成
　攪拌器、冷却管、滴下ロートを有する１０リットルの４つ口フラスコ中に、ジメチルア
セトアミド２９９０ｇを入れ、９０℃に加熱した。フェニルマレイミド７４０．５ｇ、メ
タクリルアミド１００１ｇ、メタクリル酸３６８ｇ、アクリロニトリル６４３ｇ、ホスマ
ーＭ〔ユニケミカル（株）製〕２０３．６ｇ、スチレン２２２．５ｇ、ＡＩＢＮ１０．６
ｇ、ｎ－ドデシルメルカプタン１６ｇをジメチルアセトアミド２６７０ｇ中に溶解させ、
この溶液を２時間かけて反応装置中に滴下した。滴下終了後、ＡＩＢＮを５．３ｇ入れ、
温度を１００℃まで上昇させて、更に４時間攪拌した。その間、１時間おきにＡＩＢＮ５
．３ｇを加えて反応を継続させた。
【０１２５】
　反応終了後、加熱を止め、６０℃まで冷却した。反応溶液を５０リットルの水中に落と
し、生じた沈殿を減圧濾過により収集し、１回水洗により洗浄した後、再度減圧濾過によ
り収集した。６０℃で２４時間真空乾燥し、樹脂１を得た。収量は、２８７３ｇ（収率９
０％）だった。ＧＰＣによる質量平均分子量は、５１，０００であった。
【０１２６】
　下層塗布液の調製
　表１に示す以下の感光性組成物の塗布液（下層コート用）を調製するに当たり、添加す
る、（ａ）パーフルオロアルキル基を有するポリマー又は（ｂ）シロキサン基を有するポ
リマーの種類および量を変更した。
【０１２７】
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【表１】

【０１２８】
【表２】

【０１２９】
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【０１３０】
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【化９】

【０１３１】
シリコン系（ｂ）ポリマー*4「ＢＹＫ－３３１」（ＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉｅ社製）
　ポリエーテル／ジメチルポリシロキサン　コポリマー
【０１３２】
フッ素系（ａ）ポリマー*5

　パーフルオロオクチルエチルアクリレート／ポリ（オキシプロピレン）アクリレート（
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ｎ＝６）コポリマー（３５／６５モル比）
【０１３３】
フッ素基含有（ａ）ポリマー*6

　パーフルオロオクチルエチルメタクリレート／２－ヒドロキシエチルメタクリレート／
ベンジルメタクリレート／Ｎ－フェニルマレイミド　コポリマー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０／２０／１０／４０モル比）
【０１３４】
　最上層用塗布液の調製
　表２に示す以下の感光性組成物の塗布液（最上層）を調製した。
【表４】

　　　　「ＳＭＡ樹脂(質量平均分子量２０００)」
【０１３５】
　平版印刷版原版の作成
　表１のように調整した感光液組成物を、前述の方法により作成した基板上に、ロールコ
ーターを用いてコーティングし、１００℃で２分間乾燥した。この時の乾燥塗膜量は１．
５ｇ／ｍ2であった。それぞれの下層の上に、表２で作成した最上層組成物の塗工液を、
ロールコーターを用いてコーティングし、１００℃で２分間乾燥した。この時の最上層の
乾燥塗膜量は０．５ｇ／ｍ2であった。
【０１３６】
　現像液の調製
　表３の組成で現像液を調製した。ｐＨは１１．５、電導度は９ｍＳ／ｃｍであった。
【０１３７】

【表５】

【０１３８】
　評価方法
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　（アピアランス）
　ロールコーターを用いて、基版上に下層感光性組成物の塗布液をコーティングし、乾燥
終了後の塗布性を確認した。塗布面にムラがないほど、アピアランスが良好であることを
示す。
【０１３９】
　（感度）
　得られた二層式平版印刷版原版について、「ＰＴＲ４３００」〔大日本スクリーン製造
（株）製〕を用いて露光量を変更して露光し、自動現像機「Ｐ－１３１０Ｘ」〔コダック
グラフィックコミュニケーションズ（株）製〕、および表３で得られた現像液を水で５倍
希釈した現像液を用いて、３０℃１５秒にて現像処理を行った。このとき、より低露光量
で現像が可能であるほど、感度が高いことを示す。
【０１４０】
　（インキ初期着肉性）
　得られた二層式平版印刷版原版について、「ＰＴＲ４３００」〔大日本スクリーン製造
（株）製〕を用いて１５０ｍＪ／ｃｍ2で露光し、現像は自動現像機「Ｐ－１３１０Ｘ」
〔コダックグラフィックコミュニケーションズ（株）製〕、および表３で得られた現像液
を水で５倍希釈した現像液を用いて、３０℃１５秒にて現像処理を行った後、フィニッシ
ングガム「ＰＦ２」〔コダックグラフィックコミュニケーションズ（株）製〕でガム引き
を行い、平版印刷版を得た。
【０１４１】
　作製した平版印刷版を、印刷機「Ｒ－２０１」〔マン・ローランド社製〕で、コート紙
、印刷インキ「スペースカラー・フュージョンＧ紅」〔大日本インキ化学工業（株）製〕
及び湿し水「ＮＡ－１０８Ｗ」濃度１％〔大日本インキ化学工業（株）製〕、イソプロピ
ルアルコール（ＩＰＡ）濃度１％を用いて、印刷を開始し、印刷物が完全に絵柄を再現し
て着肉するまでの枚数を確認した。印刷枚数が少ないほどインキ初期着肉性が良好である
ことを示す。
　このようにして評価した結果を表４に示す。いずれの評価においても５が最もよい（優
）結果を表し、１が最も悪い（劣）結果を表す。
【０１４２】
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【０１４３】
　本実施例で、感度を高めるためには、非イオン界面活性剤や陰イオン性界面活性剤では
効果がなく、（ａ）パーフルオロアルキル基を有するポリマー及び／又は（ｂ）シロキサ
ン基を有するポリマーが効果的であることが確認された。また、各（ａ）ポリマー、（ｂ
）ポリマーの１～２０質量％の単独使用および併用系は、各（ａ）ポリマー、（ｂ）ポリ
マーを０．２５質量％単独使用した場合より良好な結果を示した。中でも、各（ａ）ポリ
マー、（ｂ）ポリマーの３～１０質量％の単独使用および併用系を用いた場合がより優れ
た結果を示し、感度、アピアランス、インキ初期着肉性においてよりバランスの取れた結
果となった。特に、（ａ）ポリマー、（ｂ）ポリマーを併用系で５．５％用いた場合(実
施例１５)が最も良好な結果を示した。
【０１４４】
　本発明によれば、コンピュータ等のデジタル情報から直接製版可能であり、優れた特性
をバランス良く兼ね備えた感光性平版印刷版原版を提供することができる。
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